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　暑い夏の一時、「『ピリカの泉』の辺（ほとり）で夕涼み」を合い言葉に始めた『ピリカ
の泉井戸端会議』の小さな集いが、全道各地より骨董商が、町内外よりフリーマーケッ
ト等の出店が漸増し、地域の一大イベントに化し今年で8回目の『ピリカの泉祭り』とな
る【7月14、15日】

ピリカの泉祭り実行委員会
実行委員長：竹本　年美
年　会　費：2,000円
会　員　数：　  83名

6月に川北連合町内会『花いっぱいプロジェクト部会』に
よって花壇が造成・整備された『ピリカの泉』の築山

『西日本豪雨災害義援金』を北海道共同募金会
標津分会の今野分会長に手渡す竹本実行委員長

今年20数年振りに川北の地に復活した
元祖『水中バレーボール大会』…大盛況！

『ピリカの泉祭り』開催日
７月第２土、日曜日

「泉」の文字を象（かたど）った花文字
『
ピ
リ
カ
の
泉
祭
り
』に
お
い
て

義
援
金
を
募
り
ま
し
た

　平成23年、町有地【旧日本ベニヤ㈱跡地】のボーリング
水を『ピリカの泉』と名付け、水汲み場、山葵（わさび）栽培場、
池を作り、地域のミニ公園『ピリカの泉公園』となる。
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酪
農
業

　

今
年
度
前
半
の
４
月
か

ら
５
月
の
天
候
は
、
日

照
・
気
温
・
降
水
量
と
も

順
調
に
経
過
し
て
い
た
が
、

６
月
中
旬
以
降
の
天
候
が

不
順
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

牧
草
の
生
育
は
総
じ
て
平

年
並
み
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
収
穫
に
つ
い
て

は
、
６
月
中
旬
以
降
の
断

続
的
な
降
雨
に
よ
り
大
幅

に
遅
れ
適
期
収
穫
が
か
な

わ
ず
、
さ
ら
に
、
２
番
牧

草
に
つ
い
て
も
１
番
牧
草

の
収
穫
作
業
の
ず
れ
込
み

が
、
そ
の
ま
ま
生
育
の
遅

れ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
年
は

自
給
粗
飼
料
の
品
質
低
下

は
否
め
ず
、
今
後
給
与
さ

れ
て
ゆ
く
段
階
で
の
乳
量
、

乳
質
、
分
娩
障
害
な
ど
へ

の
影
響
が
憂
慮
さ
れ
て
い

る
。

　

現
在
は
、
昨
年
産
の
自

給
粗
飼
料
の
給
与
が
行
わ

れ
て
い
る
中
、
４
月
か
ら

８
月
末
現
在
の
生
乳
生
産

量
に
つ
い
て
は
、
対
前
年

比
１
０
０
・
１
％
、
累
計

で
４
万
４
２
６
９
ト
ン

（
前
年
比
較
＋
51
ト
ン
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
停
電
に

よ
る
酪
農
業
へ
の
影
響
に

つ
い
て
は
、
乳
業
工
場
が

生
乳
の
受
入
れ
を
約
３

日
間
に
亘
っ
て
停
止
し

た
こ
と
に
よ
り
、
生
乳
を

乳
業
工
場
に
運
び
入
れ
で

き
ず
生
産
者
個
々
に
よ
り

止
む
無
く
廃
棄
処
理
を
行

い
、
９
月
10
日
現
在
推
定

で
生
産
額
約
７
０
０
０
万

円
弱
の
逸
失
と
な
っ
て
い

る
、
今
後
、
乳
牛
の
疾
病

等
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
停
電
に
よ
る
影
響
額

の
全
容
は
明
ら
か
に
な
り

次
第
、
報
告
を
す
る
。

漁
　
業

　

秋
鮭
漁
に
つ
い
て
は
９

月
４
日
か
ら
水
揚
げ
と
な

り
、
標
津
漁
業
協
同
組
合

に
お
け
る
９
月
13
日
ま

で
の
水
揚
げ
量
は
、
２

０
１
・
７
ト
ン
（
昨
年
同

日
ま
で
は
１
１
４
・
６
ト

ン
）
と
な
っ
て
い
る
。
漁

獲
尾
数
は
昨
年
を
上
回
っ

て
い
る
が
、
１
尾
当
た
り

の
重
量
が
昨
年
よ
り
２
割

程
小
さ
く
今
の
時
期
と
し

て
は
、
小
振
り
な
個
体
が

多
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

水
揚
額
に
つ
い
て
は
、

昨
年
同
時
期
は
平
均
単
価

８
０
４
円
／
㎏
で
あ
っ
た

の
が
、
５
７
５
円
／
㎏
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
９
月
10
日
の
標

津
沖
の
表
層
水
温
は
約
17

度
で
あ
り
（
昨
年
同
日
18

度
）、
昨
年
よ
り
や
や
低

目
の
状
況
で
あ
る
。

　

ホ
タ
テ
漁
に
つ
い
て
は
、

８
月
20
日
に
夏
の
繰
業
を

終
え
漁
獲
量
は
、
２
５
３

２
ト
ン
（
昨
年
２
３
６
８

ト
ン
）
で
あ
っ
た
。
漁
獲

量
は
前
年
よ
り
７
％
の
増

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

11
月
よ
り
秋
繰
業
が
開
始

さ
れ
、
計
画
で
は
１
１
２

０
ト
ン
の
漁
獲
量
を
予
定

し
て
い
る
。

　

水
揚
額
は
４
億
５
千
万

金澤瑛町長の行政報告

北海道初の震度７
胆振東部地震の影響は�

円
と
な
り
、
前
年
同
期
よ

り
31
・
１
％
減
と
な
っ
て

い
る
。
平
均
単
価
が
昨
年

を
１
０
０
円
以
上
も
下
回

る
１
７
０
円
台
で
（
昨
年

２
８
５
円
）
推
移
し
て
い

る
。胆

振
東
部
地
震

の
影
響

　

９
月
６
日
（
木
）
未
明

に
発
生
し
た
「
胆
振
東
部

地
震
」
は
、
全
道
一
円
が

停
電
す
る
な
ど
未
曽
有
の

事
態
と
な
り
、
電
気
は
回

復
し
た
も
の
の
、
そ
の
影

響
は
未
だ
収
ま
る
こ
と
な

く
続
い
て
い
る
。

　

大
き
く
被
災
さ
れ
た

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
心

か
ら
の
お
見
舞
い
と
、
不

幸
に
し
て
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
は
、
心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
。

　

こ
の
地
震
に
よ
る
本
町

の
震
度
は
３
で
あ
り
、
直

接
的
な
被
災
は
な
か
っ
た

が
、
停
電
の
長
期
化
に

よ
っ
て
基
幹
産
業
や
商
店
、

事
業
所
の
活
動
に
影
響
が
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出
て
い
る
。

　

商
店
や
宿
泊
業
に
お
い

て
、
宿
泊
の
キ
ャ
ン
セ
ル

や
冷
凍
商
品
の
破
棄
が

あ
っ
た
と
報
告
を
受
け
て

い
る
。

　

そ
れ
に
も
増
し
て
何
と

言
っ
て
も
大
き
か
っ
た
の

は
住
民
生
活
へ
の
影
響
で

あ
る
。

　

停
電
が
長
引
い
た
だ
け

で
、
こ
こ
ま
で
生
活
が
停

滞
し
、
さ
ら
に
長
引
け
ば

精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も

パ
ニ
ッ
ク
現
象
も
起
き
よ

う
か
と
い
う
状
況
で
あ
っ

た
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
、
断
水
が
加
わ

り
、
そ
し
て
、
真
冬
の
吹

雪
の
時
に
起
き
て
い
た
ら

と
思
う
と
戦
慄
を
覚
え
る

思
い
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
も
、
こ
の
地

震
に
よ
る
改
善
点
、
反
省

点
は
、
何
点
も
あ
る
訳
で

あ
り
、
早
速
そ
の
緒
に
就

い
て
ま
い
る
。

平
成
29
年
度
の
決
算
を

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
に
付
託

　

町
よ
り
報
告
の
あ
っ
た
平
成

29
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
〈
『
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
（
事
業
勘
定
）
』
等
〉
８

件
、
合
計
９
件
に
つ
い
て
、
議

長
と
議
会
選
出
監
査
委
員
を
除

く
８
名
に
よ
り
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
付
託
し
た
。

委
員
長

吉
田
　
　
智

副
委
員
長

山
﨑
　
陸
郎

健
全
化
判
断
比
率
等

　
　
　
　
　
を
承
認

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
、
健
全
化
判
断
比
率
等
の
報

告
が
あ
り
、
承
認
し
た
。

　

実
質
公
債
比
率
は
7.6
％
（
早

期
健
全
化
基
準
は
25
％
）
で
、

資
金
不
足
比
率
は
な
い
。

一般会計の補正予算
主なもの	 （単位：千円）
項　目 金　額 内　　　容

教育施設
解体工事 6,683

旧薫別小中学校１線校舎及び屋体解体工事
の実施設計の結果、解体費用に予算不足を
生じたことから、費用を追加
＜費用不足の要因＞
①�積算単価の上昇（工事系４％～10％、運
搬系３％～30％）

②アスベスト含有建材処理費の増

子ども・
子育て支
援事業経
費

1,968
平成31年度策定の第２期子ども・子育て支
援事業計画策定の基礎資料とするための子
育て支援に関するニーズ調査（集計・分析
含む。）委託料の追加

一般廃棄
物最終処
分場施設
整備に要
する経費

4,164

根室北部衛生組合の一般廃棄物最終処分
場施設更新に伴う候補地の地形地質調査、
施設配置計画策定のための基本構想策定
業務委託料の負担金
※�経費8,326,800円を標津町と羅臼町で
折半

日本遺産
認定推進
事業

2,713

①�日本遺産認定の再申請に向けた文化庁協
議旅費、日本遺産選考委員の招聘、シン
ポジウム等開催経費の追加

②�10月開催のアイヌ文化祭に絡めた町独自
のアイヌ文化体験プログラム（丸木舟体験、
チャシツアー、刺繍体験等）の実施経費

同意案件

意見書
○�林業・木材産業の成長産
業化に向けた施策の充
実・強化を求める意見書
提 出 者

大垣　　勇 議員

○�平成30年北海道胆振東
部地震に関する意見書
提 出 者

木下　　孝 議員

教育委員会委員
高
たか

橋
はし

　靖
せい

子
こ

 氏
標津町南２条西１丁目１番11号
〈任期〉
平成30.11.1～34.10.31
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小　川　悠　治　議員	 5ページ
　●　
　　『障がい福祉部門』の
　　　　　　　　　　   充実を！

山　﨑　陸　郎　議員	 6ページ
　●　�遊休施設となった
　　　旧【双葉保育園】及び
　　　旧【標津幼稚園】の
　　　土地・建物の利活用の方針は？

吉　田　　　智　議員	 7ページ
　●　WHO（世界保健機関）が疾病認定
　　　【ゲーム障害】子どもたちに更なる
　　　注意喚起を！

　●　【RST】を利用し
　　　　子どもたちの読解力の把握・向上を！

山　崎　英　司　議員	 8ページ
　●　標津町海岸施設の
　　　　機能強化・嵩上げ・新設及び
　　　　伊茶仁川河口の波浪対策は？

平成30年第３回定例会（９月13日）で４議員が一般質問をしました。
各議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。

町政のそこが聞きたい
一　般　質　問

　一般質問とは、定例会において、各議員が住民を代表して、行政全般にわた
り町執行機関の政策・方針を質す事です。
　単に疑問を晴らし、事実関係を明らかにするだけでなく、現行の政策を、見
直し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

標　　津　　町

テレビ・ゲーム・スマホ・ケータイを
長時間、視聴・使用すると前頭前野等
の茶褐色部分の脳の働きが弱くなる

前
頭
前
野

浸食が進む旧「国後展望閣」跡地

遊具・フェンスが撤去された旧【双葉保育園】及び旧【標津幼稚園】

【
し
べ
つ
議
会
だ
よ
り
】

　
　
　
《
第
１
６
２
号
》よ
り

（一社
）�「
教
育
の
た
め
の

科
学
研
究
所
」

　

代
表
理
事・所
長

　
　

新
井
紀
子
氏
の
著
書

◎障がい者基本計画
◎第５期障がい福祉計画
◎第１期障がい児福祉計画
の計画書（平成30年3月策定）

日本の中高生の多くは、中学校の教科書の文章を正確に理解できない

旧【双葉保育園】 旧【標津幼稚園】

一般社団法人「教育のための科学研究所」が【RST（リーディング
スキルテスト）Reading Skill Test：基礎的読解力調査】を開発

『高齢者福祉部門』『子ども・子育て部門』は全道上位
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グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
共
同

生
活
援
助
施
設
）
の
必
要

性
を
協
議
す
る
中
で
、
設

置
に
向
け
検
討
し
て
行
く
。

問
障
が
い
の
あ
る
子
が

親
亡
き
後
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
事
が
親
の
願
い
で
あ

る
。

　

障
が
い
を
抱
え
る
子
と

親
に
と
っ
て
は
、
極
め
て

厳
し
い
難
題
で
あ
る
。

　

障
が
い
者
施
設
の
設
置

に
関
し
て
、「
検
討
し
て

 
②
高
齢
者
福
祉
部
門
』③『
子
ど
も・子
育
て
部
門
』は
全
道
上
位

①『
障
が
い
福
祉
部
門
』の
充
実
を
!

問

標
津
町
の
地
域
福

祉
対
策
に
お
い
て
②
高
齢

者
福
祉
部
門
③
子
ど
も
・

子
育
て
部
門
の
政
策
に

関
し
て
は
、
道
内
に
お
い

て
、
上
位
に
位
置
す
る
と

小川　悠治 議員

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
①
「
障
が
い
福
祉

部
門
」
に
関
し
て
は
、
残

念
な
が
ら
遅
れ
て
い
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
？

答
本
年
３
月
に

●
障
が
い
者
基
本
計
画

●�

第
５
期
障
が
い
福
祉
計

画
●�

第
１
期
障
が
い
児
福
祉

計
画

の
３
本
の
障
が
い
者（
児
）

福
祉
計
画
を
策
定
し
「
一

人
ひ
と
り
の
生
き
方
が　

か
け
が
え
の
な
い
も
の
と

し
て
尊
重
さ
れ　

と
も
に

暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
」
を

基
本
理
念
に
進
め
て
い
る
。

問
道
や
福
祉
事
業
団
の

見
解
で
は
、
現
状
で
の
標

津
町
に
お
け
る
障
が
い
者

施
設
の
設
置
は
難
し
い
と

の
分
析
で
あ
る
。

　

実
現
に
は
、
当
事
者
の

決
意
と
自
治
体
の
積
極
的

姿
勢
が
望
ま
れ
る
が
？

答
先
の
３
本
の
計
画
書

に
掲
載
の
通
り
、
町
内
に

行
く
」
以
上
の
積
極
的
、

前
向
き
の
見
解
を
求
め
る
。

答
施
設
経
営
に
お
い
て

は
、
施
設
関
係
の
人
材
及

び
安
定
的
な
入
所
者
確
保

等
の
問
題
が
あ
る
が
、
民

間
民
営（
第
二
セ
ク
タ
ー
）

の
方
針
で
、
接
点
の
あ
る

社
会
福
祉
法
人
と
設
置
に

向
け
、
具
体
的
な
取
組
み

を
進
め
て
行
く
。

　

認
知
症
高
齢
者
と
の
共

生
も
含
め
て
考
慮
し
て
行

き
た
い
。

地域福祉計画の位置付け

高齢者保健福祉計画
介護保険事業計画 定住・移住・暮らしの政策

結婚・子宝・子育ての政策

定住・移住・暮らしの政策

子ども・子育て支援事業計画

健康増進計画

②

③

④

ふるさと新生プラン・ステップⅡ

地
域
福
祉
計
画

保健福祉分野

障がい者基本計画・障がい福祉計画
障がい児福祉計画①

人口減少時代に挑戦する
政策パッケージ

標津町『障がい者基本計画』『第５期障がい福祉計画
『第１期障がい児福祉計画』より抜粋、一部加筆

区　　　分 18歳未満 18歳以上 合計

身体障がい者 2 256 258

知的障がい者 23 50 73

精神障がい者 0 19 19

合　　　計 25 325 350

平成29年度　標津町障がい者数
（単位：人）

標津町の『障がい者（児）福祉計画』
○障がい者基本計画
　障がい者に関わる施策の基本方針を分野ごとに明らかにする。
　　　　　　根拠法:【障害者基本法第11条】
○第5期障がい福祉計画
　�「障がい者基本計画」の中の生活支援策についての実施計画
的な位置付け。

　　　　　　根拠法:【障害者総合支援法第88条】
○第1期障がい児福祉計画
　障がい児の通所支援等の体制確保や基盤整備の目標値を設定。
　　　　　　根拠法:【児童福祉法第33条】
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旧【双葉保育園】

産
業
・
経
済
の
政
策
、
の

成
果
と
思
わ
れ
る
。

　

昨
年
４
月
に
標
津
認
定

こ
ど
も
園
『
あ
お
ぞ
ら
』

が
開
園
し
た
こ
と
に
よ
り
、

旧
双
葉
保
育
園
・
旧
標
津

幼
稚
園
が
休
眠
状
態
に
あ

る
が
、
土
地
・
建
物
の
そ

れ
ぞ
れ
の
利
活
用
に
つ
い

て
質
す
。

問　

総
務
省
が
７
月
11

日
、
今
年
１
月
１
日
時
点

で
の
住
民
基
本
台
帳
に
基

づ
く
、
人
口
を
発
表
、
釧

路
・
根
室
管
内
13
市
町
村

の
人
口
（
外
国
人
含
む
）

は
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
1
．

26
％
3
︐
9
6
7
人
の

減
少
と
な
っ
た
。
そ
の
中

で
鶴
居
村
と
標
津
町
が
社

会
増
に
よ
り
増
加
し
た
。

　

標
津
町
は
人
口
減
少
時

代
に
挑
戦
す
る
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
定
住
・
移
住
・

暮
ら
し
の
政
策
、
結
婚
・

子
宝
・
子
育
て
の
政
策
、

遊
休
施
設
と
な
っ
た
旧
双
葉
保
育
園・

旧
標
津
幼
稚
園
の
建
物・土
地
の
利
活
用
は
？

山﨑　陸郎 議員

北海道新聞　平成30年7月12日㈭

旧【標津幼稚園】

答　

旧
双
葉
保
育
園
は

耐
震
度
が
な
い
の
で
一
部

（
く
れ
よ
ん
ハ
ウ
ス
）
を

残
し
て
解
体
す
る
予
定
。

　

旧
標
津
幼
稚
園
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
耐
震
構

造
）
な
の
で
、
現
在
は
防

災
備
品
の
収
納
庫
と
し
て

使
用
し
て
い
る
（
避
難

所
が
近
い
）。
両
園
の
遊

具
・
柵
は
９
月
中
に
撤
去

す
る
。

　

建
物
解
体
後
は
、
公
共

用
地
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
を
検
討
す
る
。

標津認定こども園 あおぞら
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中学生の88%
高校生の72%が

不正解

「…のうち」「…以外」を読み飛ばしているか、その使い方を理解していない。
問題文を熟読すると72%がアメリカ合衆国出身であると理解できる。

リーディングスキルテスト
「 教 育 の ため の 科 学 研 究 所 」が
2016年に考案した。対象は小学６
年生以上で、これまでに中高生を中
心に全国で約５万人が受けた。昨
年６月には、道内10校の１〜３年生
980人が受検した。主語と述語の
関係など文の構造を正しく認識して
いるかを問う「係り受け」、図やグラ
フの意味を読み取れるかを問う「イ
メージ同定」など６分野で構成され
る。パソコンなどを使って受検し、
受検者の課題などを分析する。

①係り受け分析(認識)
②照応解析
❸同義文判定
❹推論
❺イメージ固定
❻具体例固定(認識)
　◦国語辞典的な定義
　◦数学的な定義

問
私
は
昨
年
２
回
の
定

例
会
の
一
般
質
問
に
お
い

て
、「
メ
デ
ィ
ア
の
不
適
切

な
使
用
に
よ
る
子
供
た
ち

へ
の
弊
害
」
を
訴
え
、
子

ど
も
た
ち
の
健
康
に
対

し
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
来

た
。
今
回
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
よ
り

　
【
Ｒ
Ｓ
Ｔ
】
を
開
発
し

た
（
一
社
）「
教
育
の
た

め
の
科
学
研
究
所
」
の
調

査
に
よ
る
と
、
中
高
生
の

多
く
は
、
中
学
校
の
教
科

書
の
文
章
を
正
確
に
理
解

で
き
な
い
。（
下
記
の

 

６
分
野
の
読
解
力 

の
内
、

特
に
、
❸
～
❻
が
低
い
）

こ
の
ま
ま
で
は
、
将
来
、

現
在
の
職
業
の
約
５
割
を

※�

Ａ
Ｉ
に
代
替
え
さ
れ
る

と
言
う
。

【
Ｒ
Ｓ
Ｔ
】
を
利
活
用
し
、

子
ど
も
た
ち
の
読
解
力
を

把
握
し
、
向
上
を
図
る
べ

き
。
見
解
を
質
す
。

答

標
津
型
自

習
ス
タ
イ
ル
に
よ
り
、
言

語
活
動
等
の
学
習
基
盤
作

り
を
一
層
推
進
し
て
行
く
。

【
Ｒ
Ｓ
Ｔ
】
に
関
し
て
は
、

有
効
性
を
確
認
の
上
、
そ

の
導
入
を
検
討
す
る
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）が
疾
病
認
定【
ゲ
ー
ム
障
害
】

子
ど
も
た
ち
に
更
な
る
注
意
喚
起
を
!

【
Ｒ
Ｓ
Ｔ
】を
利
活
用
し

子
ど
も
た
ち
の
読
解
力
の

把
握・向
上
を
!

吉田　　智 議員

平成30年8月21（火曜日）付

北海道新聞

【RST:基本的読解力調査】の問題例
問　題

❺「イメージ固定」の問題

AI:Artificial Intelligence（人工知能）コンピューターを用いて人間の知能行動を人間に代わって行うシステムの事※

中高生の正答率

９面【夕刊】

【
ゲ
ー
ム
障
害
】
が
疾
病

と
認
定
さ
れ
た
。

　

更
な
る
注
意
喚
起
が
求

め
ら
れ
る
が
、
対
応
は
？

答

電
子
メ
デ

ィ
ア
の
問
題
は
、
全
国
共

通
の
課
題
で
あ
る
。
各
地

の
先
進
事
例
を
取
り
入
れ

た
上
で
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
と
連
携
し
、
く
り
返

し
粘
り
強
く
効
果
的
に
、

注
意
喚
起
等
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
。

教
育
長

教
育
長

　次の文を読み、メジャーリーグ選手の出身国の内訳を表す図として適当な
ものをすべて選びなさい。
メジャーリーグの選手のうち28%はアメリカ合衆国以外の出身の選手であ
るが、その出身国を見ると、ドミニカ共和国が最も多く35%である。

【RST】

【RST】の問題タイプ

Reading Skill Test
基礎的読解力調査

６
分
野
の
読
解
力

Ａ
Ｉ
も
子
ど
も
た
ち
も

　
不
得
手
な
分
野

① ② ③ ④
ドミニカ共和国

35人
ドミニカ共和国

9.8％

ドミニカ
共和国
35.4％

ドミニカ
共和国
35.4％

ベネズエラ
6.4％

ベネズエラ
22.7％

その他
11.8％

その他
13.9％外国人

選手
280人

外国人
選手
280%アメリカ

合衆国
720人

アメリカ
合衆国
72.0%

アメリカ
合衆国
36.6%

アメリカ
合衆国
28.0%

全国
中学生
(496名）

中１
（145名）

中2
（199名）

中3
（152名）

全国
高校生
(277名）

高１
（181名）

高2
（54名）

高3
（42名）

12％ 9％ 13％ 15％ 28％ 23％ 37％ 36％

正解:②
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北
海
道
と
し
て
、
よ
り

優
先
順
位
の
高
い
箇
所
に

事
業
が
集
中
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
中
、
本
町
に

お
い
て
も
今
後
と
も
粘
り

強
く
、
海
岸
浸
食
対
策
事

業
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
要

望
を
続
け
て
い
く
。

標
津
町
海
岸
施
設
の
機
能
強
化・嵩
上
げ

新
設
及
び
伊
茶
仁
川
河
口
の
波
浪
対
策
は
？

問

９
月
に
入
り
台
風
、

低
気
圧
が
多
く
襲
来
す
る

季
節
と
な
り
高
潮
、
波
浪

が
予
想
さ
れ
る
。

　

標
津
町
海
岸
の
防
波
堤

が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
所

以
外
は
、
浸
食
が
著
し
く

見
受
け
ら
れ
、
特
に
顕
著

な
箇
所
が
崎
無
異
海
岸
、

伊
茶
仁
海
岸
、
野
付
半
島

海
岸
と
考
え
る
。

　

あ
り
う
る
被
害
を
予
想

す
る
と
崎
無
異
海
岸
で
は

高
波
に
よ
る
倉
庫
へ
の
浸

水
、
伊
茶
仁
海
岸
で
は
土

地
の
浸
食
、
野
付
半
島
海

岸
で
は
家
屋
の
破
損
等
が

懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
伊
茶

仁
川
河
口
で
は
波
浪
に
よ

り
河
口
が
狭
く
な
る
こ
と

に
よ
り
、
満
潮
時
に
川
の

逆
流
が
起
き
、
近
隣
の
家

屋
等
に
浸
水
の
恐
れ
が
懸

念
さ
れ
る
。

　

海
岸
の
浸
食
等
の
原
因

と
し
て
は
消
波
堤
の
老
朽

化
さ
ら
に
沈
下
に
よ
る
機

能
不
足
と
思
わ
れ
る
が
、

施
設
の
強
化
、
嵩
上
げ
、

新
設
及
び
伊
茶
仁
川
河
口

波
浪
対
策
に
対
し
、
地
域

住
民
よ
り
要
望
が
あ
る
。

　

道
や
国
と
の
協
議
は
進

め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

今
後
の
対
応
・
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

山崎　英司 議員

崎無異地区海岸の状況

忠類地区海岸の状況

野付半島における海水面と同じ高さの
消波ブロック

野付半島新型消波ブロック

伊茶仁川河口の波浪状況

答
標
津
沿
岸
は
全
体
的

に
海
岸
浸
食
が
進
ん
で
い

る
の
は
承
知
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
、
従
来
か

ら
海
岸
管
理
者
の
北
海
道

に
対
し
、
随
時
早
急
な
対

策
を
懸
命
に
継
続
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
海
岸
浸

食
の
対
策
事
業
に
は
、
多

額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
、

ま
た
北
海
道
に
お
い
て
は

本
町
以
外
で
も
早
急
に
対

応
を
迫
ら
れ
て
い
る
現
状

が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

本
町
が
要
望
し
て
い
る
全

箇
所
に
つ
い
て
早
期
に
事

業
採
択
に
な
る
こ
と
は
不

確
実
な
状
況
で
あ
る
。

　

伊
茶
仁
川
河
口
の
閉
塞

に
つ
い
て
は
、
北
東
方
向

か
ら
の
う
ね
り
に
よ
る
土

砂
の
打
上
げ
が
主
な
原
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
専

門
業
者
と
ど
う
い
う
工
法

で
の
工
事
が
適
切
な
の
か

を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
来
年
度
は
伊
茶
仁
川

の
水
位
を
自
動
計
測
す
る

機
器
を
導
入
す
る
予
定
も

あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
定
量

的
に
川
の
水
位
が
監
視
可

能
に
な
る
な
ど
、
地
域
住

民
の
生
活
に
危
険
が
及
ば

ぬ
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た

い
。



9　しべつ議会だより

町内行政視察研修等

常任委員会の動き

文
教

福
祉

建
設

『
介
護
保
険
料
』　　

　
　
減
額
の
要
因

　

高
齢
化
と
共
に
介
護
保

険
料
が
上
昇
を
続
け
て
い

る
。
４
月
に
改
定
さ
れ
た

道
内
１
５
６
自
治
体
・
広

域
連
合
の
65
歳
以
上
の
介

護
保
険
料
基
準
月
額
の
平

均
は
、
５
６
１
７
円
と
、

改
定
前
よ
り
９
・
４
％
増

額
と
な
っ
た
。

　

豊
富
町
は
「
元
気
体
操

ス
ク
ー
ル
」、
標
津
町
は

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

～
介
護
予
防
体
操
の
推
進

も
、
介
護
保
険
料
引
き
下

げ
の
一
因
～
と
報
道
さ
れ

た
。
※　

当
委
員
会
は
、

　
「
ひ
ま
わ
り
温
泉
」
前

に
お
い
て
、
町
民
の
皆
様

と
共
に
、
介
護
予
防
体
操

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

を
体
験
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人『
キ
ラ
リ
工
房
』

　

標
津
町
唯
一
の
障
が
い

者
就
労
継
続
支
援
事
業
所

を
運
営
す
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
キ
ラ
リ
工
房
」
の
活

動
状
況
の
報
告
を
受
け
た
。

『いきいき百歳体操』を
体験する６名の委員

福祉

参　考 北海道新聞 平成30年５月６日（日曜日）付

※119自治体・広域連合は引き上げ、
　29自治体は据置き

29面 第１社会

※『北海道新聞』平成30年５月６日（日曜日）付　29面 第１社会

　

そ
の
様
な
中
、
減
額
し

た
自
治
体
が
８
カ
所
あ

る
。
宗
谷
管
内
豊
富
町
と

標
津
町
が
、
下
げ
幅
が
道

内
最
大
の
６
０
０
円
と

な
っ
た
。

参　
考

 

参
照

　

減
額
の
要
因
に
関
し
て

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員

よ
り
説
明
を
受
け
た
。

道
内
の
介
護
保
険
料　
道
内
１
５
６
自
治
体
・
広

域
連
合
の
６５
歳
以
上
が
支
払
う
介
護
保
険
料
の
基

準
月
額
の
平
均
は
現
在
５
６
１
７
円
で
、
介
護
保
険
制
度

が
始
ま
っ
た
２
０
０
０
年
度
か
ら
１
・
８
倍
に
増
え
た
。

最
高
額
は
上
川
管
内
愛
別
町
の
６
９
７
５
円
、
最
低
額
は

同
管
内
音
威
子
府
村
の
３
千
円
。
高
齢
化
に
伴
う
要
介
護

者
の
増
加
で
、
道
の
推
計
で
は
25
年
度
の
基
準
月
額
の
平

均
が
７
３
１
０
円
に
達
す
る
と
の
試
算
が
あ
り
、
対
策
は

必
須
だ
。

★
７
月
17
日
（
火
）、
標

津
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
」
の
行
政
視

察
研
修
を
実
施
し
た
。

標
津
町
の
介
護
保
険
料

減
額
の
主
な
要
因

①�

介
護
給
付
費
準
備
基
金
の

取
り
崩
し
に
よ
る
も
の

　
【
１
５
０
０
万
円
】

②�

介
護
保
険
事
業
費
用
総

額
の
減
に
よ
る
も
の

【
１
億
８
７
０
０
万
円
】

介
護
予
防
体
操　

『
い
き
い
き
百
歳
体
操
』

本年度から介護保険料が
下がった８自治体
自治体 基準月額

（円）
下げ幅
（円）

豊富町 5500 600
標津町 5000 600
厚岸町 4600 500
苫前町 4908 194
浦幌町 5400 150
豊頃町 4845 89
釧路町 5084 50
小平町 4975 6

（千円）
8
7
6
5
4
3
2
1
0

3111円 3514 3910 3984
4631 5134 5617

7310(推計)

2000～02
(第1期)

03～05
(第2期)

06～08
(第3期)

09～11
(第4期)

12～14
(第5期)

15～17
(第6期)

18～20
(第7期)

24～26
(第9期)

年
度

介護保険料基準月額の全道平均の推移
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の
ヒ
グ
マ
出
没
状
況
、
出

没
カ
所
、
出
没
情
報
を
受

け
た
後
の
町
と
し
て
の
対

応
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
又
、
平
成
29
年
４
月

に
設
定
さ
れ
た
「
知
床
半

　

北
海
道
内
各
地
で
ヒ
グ

マ
の
出
没
が
報
じ
ら
れ
て

い
る
状
況
の
中
で
８
月
23

日
総
務
経
済
常
任
委
員
会

を
開
催
し
、
農
林
課
よ
り

平
成
30
年
の
標
津
町
内
で

島
ヒ
グ
マ
管
理
計
画
」
の

ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
行
動
段
階

区
分
に
よ
る
管
理
の
方
策

に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
た
。

※�

ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
知

床
半
島
を
４
つ
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
特
性
に
基
づ

き
、
対
応
を
講
じ
る
。

　

ま
た
、
同
日
財
政
課
か

ら
「
旧
教
員
住
宅
貸
付
状

況
」
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

総
務

経
済

ヒ
グ
マ
対
策
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
る

旧教員住宅貸付状況
平成30年８月13日現在

住宅区分 戸　数 入居数
（入居の内訳）

空戸数 備　　　　考定住促進
住宅

農業
後継者

農業
スタッフ

漁業
スタッフ その他

旧上古多糠
小学校 3 3 3 0

旧北標津
小中学校 8 8 2 2 1 ３ 0

入居の定住促進住宅のうち、１戸
は、９月１日から入居の契約を交
わしている。

旧忠類
小学校 2 2 1 1 0 平成31年度以降取壊し予定１戸

は、戸数に含めていない。

旧古多糠
小中学校 9 9 1 7 １ 0

旧薫別
小中学校 7 2 1 １ 5

計 29 24 6 3 9 1 5 5

金山地区で目撃された親子グマ

崎無異地区で捕獲されたヒグマ
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10月10日　於：シェーンバッハ・サボー東京

　

平
成
30
年
度
の
町
村
議

会
広
報
研
修
会
が
、
10
月

10
日
、
東
京
都
シ
ェ
ー

ン
・
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
に

て
開
催
さ
れ
、
大
垣
委
員

長
、
山
﨑
（
陸
）
委
員
が

参
加
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
の
主

催
で
開
催
さ
れ
、
北
海

道
・
東
北
・
関
東
地
区

か
ら
2
0
5
町
村
議
会

4
8
0
名
が
参
加
。
議

会
活
動
に
対
す
る
住
民
の

関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状

況
に
鑑
み
、
町
村
議
会
広

報
実
務
担
当
者
を
対
象
に

し
た
研
修
及
び
意
見
交
換

の
場
を
設
け
、
議
会
広
報

の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。（
全

国
研
修
会
に
は
、
隔
年
で

２
名
ず
つ
参
加
）

読
み
手
に
伝
わ
る

文
章
の
書
き
方

　
講
　
師

　

朝
日
新
聞
メ
デ
ィ
ア

　

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン　
　

　

校
閲
事
業
部
長
／
作
家

● 

前ま
え
だ田

　
安や

す
ま
さ正 

氏

　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

早
稲
田
大
学
卒
業
・

1
9
8
2
朝
日
新
聞
入
社
、

校
閲
部
・
整
理
部
…
現
職

　

朝
日
新
聞
で
は
国
語
問

題
、
常
用
漢
字
に
つ
い
て

特
集
や
連
載
、
コ
ラ
ム
を

担
当
。
現
在
、「
こ
と
ば

の
た
ま
ゆ
ら
」
を
担
当
。

　

主
な
著
者
「
漢
字
ん
な

〜読み手に伝わる文章の書き方・デザインの力で伝わる議会広報誌〜

研修会報告

全
国
議
会
広
報
研
修
会
に

　
　
　
　
　
　
２
名
参
加

広
報
特
別
委
員
会

広
報
特
別
委
員
会

デ
ザ
イ
ン
の
力
で
き
っ
と

伝
わ
る
議
会
広
報
に

　

講
　
師

　

株
式
会
社
コ
ン
セ
ン
ト

　

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

● 

筒つ
つ
い井

　
美み

き希 

氏

　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

武
蔵
野
美
術
大
学
デ
ザ

イ
ン
情
報
学
科
卒
業
。

　

雑
誌
・
書
籍
・
広
報

誌
・
学
校
案
内
な
ど
の

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ

ン
／
デ
ザ
イ
ン
を
行
う
。

（
美
術
表
現
芸
術
表
現
を

も
ち
い
た
総
合
演
出
を
手

が
け
る
職
務
）
現
在
は
映

像
制
作
な
ど
、
媒
体
を
問

わ
ず
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

「
伝
わ
る
デ
ザ
イ
ン
」
を

手
が
け
て
い
る
。

前田講師

全国町村議会議長会主催
平成30年度 町村議会広報研修会

話
」「
漢
字
ん
な
話
２
」

「
マ
ジ
文
章
書
け
な
い
ん

だ
け
ど
」
他

筒井講師

　

主
な
著
書
『
な
る
ほ
ど

デ
ザ
イ
ン
〈
目
で
見
て
楽

し
む
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の

本
〉』。
講
演
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
実
績
多
数
。

最
優
秀
賞
作
に
見
る

光
彩
を
放
つ
編
集
力

　

講
　
師

　

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

　
　
　
　

デ
ザ
イ
ナ
ー

● 

長な
が
お
か岡

　
光み

つ
ひ
ろ弘 

氏

　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

株
式
会
社
た
き
工
房
・

た
き
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
A
O
及
び
C
D
、
取

締
役
を
経
て
、
2
0
1
5

年
よ
り
フ
リ
ー
の
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
活
動
。

　

主
な
著
書
『
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

実
際
』『
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
仕
事
』
他
。

長岡講師
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議　長  田中　孝幸　　　　　　　　　委 員 長  大垣　　勇　　委　員  山崎　英司
副委員長  吉田　　智　　委　員  山﨑　陸郎

広報特別委員会

　

９
月
１
日
か
ら
秋
鮭
漁

の
網
入
れ
が
始
ま
り
ま
し

た
、今
年
こ
そ
大
漁
に
な

り
ま
す
様
願
っ
て
ま
す
。

　

９
月
６
日
未
明
、胆
振

東
部
地
震
発
生
、震
度
７

の
大
地
震
、多
く
の
方
が

犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　

苫
東
厚
真
火
力
発
電
所

の
緊
急
停
止
に
よ
り
道
内

全
域
が
停
電「
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
」の
異
常
事
態
と

な
り
ま
し
た
。

　

標
津
町
の
酪
農
家
も
停

電
で
搾
乳
で
き
な
い
懸
念

も
あ
っ
た
が
、㈱
上
田
組
が

発
電
機
等
を
レ
ン
タ
ル
し

多
く
の
農
家
を
廻
っ
た
こ

と
で
乳
牛
の
被
害
が
最
小

限
に
抑
え
ら
れ
た
様
で
す
。

　

災
害
の
規
模
が
年
々
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
、日
頃

の
準
備
が
大
切
で
す
。

〝
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
〟

（
山
㟢
　
陸
郎
）

　
「
住
ん
で
は
癒
し
」「
暮
ら
し

て
は
快
適
」「
老
い
て
は
安
ら

ぎ
」
と
う
い
う
標
津
町
の
移
住

促
進
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
も

惹
か
れ
て
こ
の
町
に
移
住
し
て

早
６
年
が
経
過
し
た
。

　

北
海
道
、
と
り
わ
け
道
東
の

大
自
然
に
魅
せ
ら
れ
た
妻
の
強

い
希
望
で
の
移
住
決
意
で
あ
っ

た
が
、
古
希
を
過
ぎ
て
か
ら
の

大
都
会
横
浜
か
ら
の
移
住
は
そ

れ
な
り
の
決
意
が
必
要
で
あ
り

不
安
で
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
が
杞
憂
で

あ
っ
た
こ
と
が
こ
の
地
で
生
活

し
て
直
ぐ
に
分
か
っ
た
。

　

自
然
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
は

移
住
の
最
大
の
決
め
手
で
あ
っ

た
が
、
生
活
を
始
め
て
み
て
、

住
民
の
人
柄
の
良
さ
や
お
い
し

い
食
べ
物
が
豊
富
で
あ
る
こ
と

な
ど
な
ど
都
会
で
は
味
わ
え
な

い
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら

し
い
町
の
姿
が
将
来
も
永
続
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
が
、

永
続
す
る
か
否
か
は
町
の
人
口

問
題
と
も
密
接
に
関
係
し
て
い

る
と
思
う
。
勿
論
筆
者
は
そ
の

方
面
の
専
門
家
で
は
な
く
、
ま

た
知
識
も
な
い
が
、
一
時
話
題

に
な
っ
た
、
元
総
務
大
臣
の
増

田
寛
也
氏
が
中
心
と
な
っ
て
作

成
し
た
所
謂
「
増
田
レ
ポ
ー

ト
」
に
よ
る
と
、
人
口
問
題
と

地
方
創
生
あ
る
い
は
地
方
消
滅

と
が
大
い
に
関
係
し
て
い
る
と

い
う
。

　

今
年
４
月
に
厚
生
労
働
省
の

人
口
問
題
研
究
所
が
発
表
し
た

２
０
４
５
年
で
の
全
国
の
地
域

別
推
計
人
口
に
よ
る
と
、
道
内

の
人
口
は
現
在
の
５
３
８
万
人

が
２
０
４
５
年
に
は
25
％
減
の

４
０
０
万
人
に
な
る
と
い
う
。

全
道
全
て
で
減
少
し
、
約
半
数

の
85
市
町
村
で
人
口
が
半
分
に

な
る
と
の
予
測
。
全
国
人
口
は

16
・
３
％
減
の
１
億
６
４
２
万

人
に
落
ち
込
む
。
標
津
町
は
現

在
の
約
５
２
０
０
人
が
半
分
強

の
２
８
０
０
人
に
な
る
と
の
こ

と
。

　

一
方
、
そ
の
地
域
の
人
口
に

対
す
る
65
歳
以
上
の
人
が
占
め

る
割
合
、
す
な
わ
ち
高
齢
化
率

で
は
標
津
町
は
29
・
１
％
で
全

道
１
７
８
市
町
村
の
中
で
は
若

い
順
で
22
番
目
で
あ
る
（
以
上

北
海
道
新
聞　

平
成
30
年
３
月

31
日
朝
刊
に
よ
る
）。
こ
れ
は

町
の
様
々
な
施
策
の
結
果
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　

人
口
減
少
を
防
ぐ
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
人
口
を
増
や
す
と

い
う
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
雇

用
促
進
と
並
行
し
て
移
住
促
進

も
ひ
と
つ
の
方
法
だ
ろ
う
。
そ

の
た
め
に
は
こ
の
町
の
魅
力
を

町
外
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
最
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言

を
待
た
な
い
が
、
同
時
に
町
民

が
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
認
識
し
、

誇
り
に
思
う
こ
と
も
重
要
だ
。

町
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
方

法
に
は
色
々
あ
る
が
、
観
光
促

進
は
大
き
な
施
策
の
ひ
と
つ
で

あ
ろ
う
。
特
に
体
験
観
光
は
重

要
だ
。
筆
者
は
移
住
直
後
か
ら

観
光
ガ
イ
ド
協
会
に
入
れ
て
い

た
だ
き
、
色
々
な
講
習
を
受
講

し
、
ポ
ー
川
を
は
じ
め
と
す
る

こ
の
町
の
魅
力
を
沢
山
教
え
て

も
ら
っ
た
。
だ
が
、
観
光
客
を

ご
案
内
で
き
る
力
量
は
な
い
。

し
か
し
、
移
住
前
に
住
ん
で
い

た
首
都
圏
の
友
人
や
知
人
が
標

津
町
に
来
た
際
に
、
彼
ら
に
ガ

イ
ド
協
会
で
教
わ
っ
た
内
容
を

説
明
す
る
こ
と
で
、
よ
り
正
確

に
町
の
魅
力
を
紹
介
す
る
こ
と

が
出
来
る
。
リ
ピ
ー
タ
ー
も
含

め
て
６
年
間
で
約
90
人
の
我
が

家
へ
の
訪
問
客
は
皆
、「
標
津

の
町
は
素
晴
ら
し
い
！
」
と
の

印
象
を
持
っ
て
帰
る
が
、
移
住

に
到
る
ま
で
に
は
大
き
な
バ
リ

ア
が
あ
る
。
そ
れ
は
当
然
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
先
ず
は

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
歳
を
重
ね
る
に
つ

れ
病
気
の
こ
と
が
気
に
な
る
。

各
方
面
の
ご
努
力
の
結
果
、
内

科
と
外
科
は
標
津
町
立
病
院
で

診
断
・
治
療
し
て
も
ら
え
る
が
、

そ
れ
以
外
は
他
の
病
院
の
お
世

話
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
よ

ほ
ど
重
篤
な
病
気
な
ら
釧
路
や

札
幌
に
行
く
こ
と
も
止
む
を
得

な
い
が
、
出
来
れ
ば
中
標
津
病

院
で
診
断
・
治
療
が
可
能
で
あ

れ
ば
と
思
う
。
移
住
直
後
は
中

標
津
病
院
に
は
全
科
に
常
駐
医

が
居
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
徐
々

に
出
張
医
に
な
っ
た
り
、
閉
科

に
な
っ
た
り
し
た
。
最
近
で
は

徐
々
に
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ

う
に
聞
く
が
。
近
く
に
子
供
や

親
類
が
居
れ
ば
心
強
い
が
、
高

齢
の
夫
婦
だ
け
の
生
活
で
は
こ

の
こ
と
が
一
番
気
に
か
か
る
。

病
院
の
充
実
は
移
住
を
決
め
る

大
き
な
要
因
で
も
あ
る
。

　

冒
頭
述
べ
た
「
老
い
て
は
安

ら
ぎ
」
は
、
こ
の
課
題
が
ク
リ

ア
さ
れ
れ
ば
心
か
ら
安
ら
げ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

以
上
、
取
り
留
め
の
な
い
こ

と
を
書
き
と
め
ま
し
た
が
、
ミ

ニ
テ
ニ
ス
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な

ど
の
サ
ー
ク
ル
に
入
れ
て
い
た

だ
き
、
こ
の
地
で
の
生
活
を
大

い
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

寄稿

堀  

上
　
　
徹お

さ
む

「
移
　
住
」


